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そ
び

　
「
も
み
じ
」と
い
う
言
葉
に
は
、
草

木
の
葉
が
赤
色
や
黄
色
に
変
わ
る
状

態
を
意
味
す
る
場
合
と
、
植
物
名
を

意
味
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
唱
歌

「
も
み
じ（
紅
葉
）」は
前
者
で
、
秋
の

野
山
が
紅
葉
し
た
美
し
い
情
景
を
歌

う
も
の
で
す
。

　

植
物
名
の「
モ
ミ
ジ
」は
、
日
本
に

約
二
五
種
が
野
生
す
る
カ
エ
デ
科
の

植
物
の
う
ち
の
数
種
を
指
し
、
オ
オ

モ
ミ
ジ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
モ

ミ
ジ
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

上
入
野
の
園
部
氏
邸
内
に
あ
る
町

指
定
文
化
財
の「
モ
ミ
ジ
」は
、
推
定

樹
齢
お
よ
そ
三
〇
〇
年
、
樹
高
約
一

五
メ
ー
ト
ル
、
幹
回
り（
目
通
り
）三

メ
ー
ト
ル
の
県
内
ま
れ
に
見
る
巨
木

で
、
周
囲
に
は
数
多
く
の
実
生
が
生

え
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
手
前
に

も
う
一
本
の
モ
ミ
ジ
の
大
木
が
聳
え

て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
平
成

一
〇
年
夏
の
台
風
で
倒
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

樹
種
は
、
関
東
以
西
に
広
く
分
布

す
る
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
で
、
秋
に
な
る

と
見
事
に
紅
葉
し
ま
す
。
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寿
美
恵

烏
瓜
兄
弟
喧
嘩
の
は
る
か
な
り
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瀬　
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代
美

秋
つ
ば
め
修
道
院
の
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空
に
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千
賀
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夏
帽
子
こ
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こ
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ま
で
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け
り

　
　
　
　
　

 

仲
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ま
ち
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秋
の
風
す
く
つ
て
零
す
水
車
か
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安
売
り
の
定
価
末
尾
は
８
多
し

　
　
　
　
　
　

 

富
田　

多
蔵

五
十
年
風
雪
守
っ
た
女
房
の
髭

　
　
　
　
　
　

 

車
田　

綾
子

こ
の
暑
さ
俺
も
唸
る
ぜ
草
刈
機

　
　
　
　
　
　

 

飯
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孝
一

子
等
さ
わ
ぐ
里
山
い
つ
ぱ
い
神
無
月

　
　
　
　
　
　
　

 

川
原　

清

草
む
ら
の
深
き
処
の
虫
時
雨

　
　
　
　
　
　

 

飯
村　

昭
子

夏
休
み
大
風
呂
敷
め
く
新
聞
紙

　
　
　
　
　
　

 

竹
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幸
子

夕
月
の
赤
々
と
出
て
木
立
か
な
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博
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明
け
放
つ
田
舎
の
暮
ら
し
い
と
涼
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期
待
し
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ど
う
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の
場
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中
学
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は
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手
の
上
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孝
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天
気
良
し
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練

習
す
腰
の
痛
み
も
我
慢
の
遊
び

　
　
　
　
　
　

 

富
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欽
子

た
の
し
み
は
旬
の
野
菜
の
匂
い
か

ぎ
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わ
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深
く
か
み
し
め
る
と
き

　
　
　
　
　
　

 

矢
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洋
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孫
も
母
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な
る
齢
か
と
思
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と
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感
無
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な
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老
い
に
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れ
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か
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刈
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近
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め
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歌
流
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来
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喜
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い
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立
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ミ
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で
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の
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甲
子
園
に
緊
張
の
面
も
て
行
進
す

青
年
の
群
れ
に
凛
々
し
さ
を
見
る

　
　
　
　
　
　

 

山
形　

式
妙

タ
イ
洞
窟
の
13
人
の
全
員
救
出

奇
跡
の
生
還
に
よ
ろ
こ
び
見
守
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杉
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み
ち
こ

く
れ
な
ゐ
に
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ま
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こ
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